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表題：第３回瑞穂町協働のまちづくり推進委員会 概要 

 

１ 日  時 平成２９年１１月１５日（水曜日） １８時３０分から２０時２５分 

２ 場  所 仮庁舎 ２階会議室 

３ 出 席 者 （委員） 

       香取幸子、小松揚明、小山裕紀子、田中幸男、中沢清、豆田和子 

       （事務局） 

       栗原康弘（住民部地域課地域係長）、堂垣祐介（住民部地域課地域係主任） 

（欠席者） 

４ 欠 席 者 （委員） 

       石川かず子、井上祐輔 

 

５ 議  題 １ 協働フォーラムについて 

       ２ その他 

 

６ 配布資料 １ 次第 

       ２ 協働フォーラム２０１８について 

       ３ 前回フォーラム資料 

       ４ 協働フォーラムに向けた確認事項 

       ５ つるし雛参考資料（当日配付） 

       ６ 前回つるし雛展チラシ（当日配付） 

 

７ 開会 

香取委員長 

 

８ 議題１ 協働フォーラムについて 

   第３回目の協働フォーラムはけやき館で行われるつるし雛祭りとのタイアップ事業と

なり、協働を知らない人にも講演や活動発表を見ていただきたいという狙いがあります。

前回までのフォーラムは協働を知りたい方を対象に開催したが、今回はつるし雛との合

同開催であるため、つるし雛を目的に来場された方々に対して協働の周知啓発を行い、

協働という言葉を広く推進していきたい。以上のことより、委員会で協働フォーラムに

ついて協議した結果は下記のとおりです。 

    

  ・開催日予定日は３月４日を第一候補とし、２月１８日を第二候補とした。フォーラム

の開催時間は１０時から１６時までを予定。 

  ・フォーラムの主な内容は前回の形をベースとして、基調講演、活動発表、ブース展示

となった。多目的ホールでは講演を行い、会議室ではパネルを使用し活動の様子を展

示する。 
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  ・今回の委員会で協議した結果を事務局でまとめ、再度正副委員長と打合せを行う。さ

らに、けやき館・推進委員会・事務局の３者で協議を行い、それを次回委員会で報告

し、フォーラムの内容を決定させる。 

  ・第１回目のフォーラム時は行政との協働に限定した活動発表やブース展示であり、第

２回目のフォーラムは限定せずに広い意味での協働と捉え、地域で活動している団体

の紹介も行っていた。今回のフォーラムの方向性について議論となり、今回も広く協

働を捉えた形で、地域で活動しているものも紹介する方向となった。ただ、行政と協

働している事業と、そうでない事業とで分けて展示する案も出ていたため、次回委員

会で協議していく。 

  ・町民会館とは違って、常にお客さんがいるので講演中もブースは常に開けておいて、

委員が居て説明できるようにしたい。また、講演の途中でも入りやすいように委員が

誘導するようにしたい。少しでも協働に関することを聞いて、興味をもっていただけ

るように努める。 

  ・基調講演や活動発表が行われる前に、つるし雛を見に来ている方に講演の案内や呼び

込みを行う必要がある。 

   

 

 

  議題２ その他 

   事務局から次回委員会日について確認し、１月２５日（木）で決定。 


